こと もあって、 その へん も 相当 デリ ケ —， ^なと ころで 

あるか も 知れません。 

科学と 宗教に ついて 

近代の 科学 心と いふ ものが 一 種の 反 宗教 的な ものと 

して 動いて 来た 事実 はこれ を 認めなければ なりません。 

また、 さう いふ ことが 確かに 西洋で も 十九 世紀の 頃に 

再 批判され て をり ます。 一 つの 信仰と いふ ものと、 科 

学と いふ ものとの 関係に 就て いろいろ 考 へたり した 人 

も ある。 今日に なって、 既に 十九 世紀に 西洋で 議論 済 



ふ 一 つの 世界だった のです。 そこで、 宗教 か、 ヒュ— 

マ ニズム かの 境界が はっきりして ゐ ないやう に 思 はれ 

るので す。 

風潮 . その他に ついて 

次に この頃の 風潮に つ いて 少々 感想 を 申します と、 

私 はかう いふ こと を ふだん 考 へて をり ます。 例へば あ 

る 事柄 を 奨励す る 目的の もとに、 一 人の 模範的な 国民 

—— 感心な 人間、 または 感心な こと をした 人間が お 手 

本と して 示される。 ところが、 さう いふ 人物 をよ くよ 



く 吟味して みると、 必ずしも 人間と して 格別 感心す ベ 

き 人物で はなく、 その 行為 も 常識から 云って 極く 当り 

前の ものに 過ぎず、 いかにもた、 V、 一 つの 奨励 事項の 

傀儡と しか 受け取れな いとい ふやうな ことが よく ある。 

しかし 世間で はや はり かう いふ 「お 手本」 を 鵜呑みに 

して、 内心 は ともかく、 表面 だけ は そのお 手本の やう 

に 取りつ くって、 大きな 顔 を するとい ふ 傾向が ある や 

うです。 これが 昂 じて 新体制で ありさへ すれば、 人間 

でな く ともよい とい ふこと になって は 大変 だと 私は感 

ずる わけです。 これ を 少し 突っ込んで 皆さんに 考 へて 

戴きたい。 一体に、 どうい ふ 人間 を 作る か、 それに は 



根本 を どうしたら よい かとい ふこと に 就て、 われわれ 

は 最も 深く 考へ なければ ならぬ 害です が、 案外、 浅い 

ところで 止ま つて ゐ るので はありますまい か。 

そこで、 教育と いふ 問題に 土台 を 置く とすれば、 国 

民と しての 自己 完成と いふ こと を 第一 に 掲げる にして 

も、 どうして もこ、 に 一 つ 人間的 反省 を 基礎と した 国 

民 的 自己 完成と いふ 風に ハ ッ キリ それ を 出さな いとい 

けない 気がする。 国民 は 人間に 違 ひない のです が、 更 

に 「人間的 反省に 基く」 とい ふこと を こゝで 強調し な 

ければ ならぬ やうに 思 ひます。 

た y いま は 国防 国家に 必要な 国民 を 作る とい ふ 方向 



キリ させなければ ならぬ やうに 考 へます。 

兎に角、 或る 一 つの 仕事に 一 生 懸命 情熱 を 傾けて ゐ 

る 人が、 今までの 習慣と か 興味から、 どうして もさう 

いふ 言葉 を 使 はなければ 自分の 思想が 表せなくて 使つ 

た 言葉 を 直ちに 取り上げて、 あの 男 は 危険な 男 だと か、 

不純な 思想 を も つて ゐ ると かいふ 風に レッテル を 貼つ 

てし まふの は、 た- V いまの 日本に とって 非常に 損な こ 

とだと 思 ひます。 

私 は 思想 そのもの ゝ 影響力よりも、 人間の 影響力の 

方が ズッと 強いと 思 ひます。 立派な 思想で も 人間が つ 

まらなければ その 思想 を 殺す やうな もの だし、 逆に、 



の、 やうに 考へ たこと すら あるので あります。 (昭和 

十五 年 十二月) 
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